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あの「まちとみどり」が福岡市植物園内に整備する

「花と　のまちづくり活動」の拠点施設
の事業者が決定しました

先月お知らせした「花と緑のまちづくり
活動」の拠点施設整備事業の事業者が
決定しました。

最優秀提案者
アトリエサンカクスケール㈱・パナソ
ニック建設エンジニアリング㈱

拠点施設で「こんな活動をしてみたい」
「展示や講座をやってみたい」など、皆
様の活用のアイデアやご意見を引き続き
お待ちしております。

完成予定　令和4年10月

情報誌「まちとみどり」がこの秋リニューア
ルされました。
たくさんの方々に花緑とふれあっていただ
けるよう素敵な情報をお届けします。

リニューアル

タネと苗の物々交換所タネと苗の物々交換所

　ご自宅や花壇で採取した種、挿し木や株
分けで増やした苗や球根を持ち寄って交換
しませんか？種類は花、木、ハーブなど。
種や苗を通して情報交換もできます！
　多くの方の参加をお待ちしています♪

好評につ
き

苗の場合、鉢やポットなどに植えら
れていること

大人一人で持ち運びできる大きさの
もの

種も苗も元気なもの
（病害虫がない、生育状態がよい）

登録品種でないこと

法律により譲渡などが禁止されてい
ないもの

ルール

今年も開
催

拠点施設の活用に
ついて興味のある方
は、お気軽にお問合
せください

　一人一花運動に取り組む活動団体・市民・企業等が一堂に集う、花と緑のイベン
ト「一人一花サミット」を福岡市植物園で2日間にわたり開催します。
　緑のまちづくり協会では恒例となったタネと苗の物々交換所を開催します。

場所  一人一花サミット会場内
       （福岡市植物園）

冊子の置きスペー
スをお持ちで「まちとみ
どり」の設置にご協力いた
だける所がありましたら、
ぜひご連絡ください。

緑のネットワーク通信

緑のコーディネーター 253人 地域の森づくり活動団体 21 団体　地域の花づくり活動団体 215 団体
花壇スポンサー企業 145 社（令和 3 年 9月１日現在） 
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緑のまちづくり協会は、市民・企業のみなさまと共に、一人一花運動に取り組んでいます。



緑のスケジュール

新型コロナウィルスの状況に応じ、延期や中止になる場合があります。詳しくは、各機関にお問合せください。

緑のスケジュールをみなさんの緑の活動にお役立てください。
みなさんで作るページです。掲載したい催しがある方は、
みどり課までご連絡ください。

URL midorimachi.jp
☎ 822 - 5832（みどり課）

福岡市植物園　URL botanical-garden.city.fukuoka.lg.jp/
福岡市動植物園総合　URL zoo.city.fukuoka.lg.jp/
詳しくはホームページ又は市政だよりをご覧ください　

  緑のコーディネーター養成講座
時間／9：30～11：00 
場所／アクロス大会議

  一人一花サミット
時間／10：00～16：00 
場所／福岡市植物園

 緑コ紹介 カラーサンド
講師／吉松 晃子氏
時間／13：30～ 参加費／400円

  緑のコーディネーター養成講座
時間／18：30～20：00 
場所／アクロス大会議室

  緑のコーディネーター養成講座
時間／9：30～11：00 
場所／アクロス607、608

  フラワーアレンジメント基礎講座2
時間／13：30～　場所／緑の情報館2F
参加費／2,500円　※申込〆切 10/22　30名

  ハンギングバスケット基礎講座
時間／13：30～　場所／緑の情報館2F
参加費／2,800円　※申込〆切 10/27 30名

  秋の庭木の管理
時間／13：30～　
参加費／無料　※当日先着順 50名

  植物館観察会【どんぐり・紅葉】
時間／13：30～　
参加費／無料　※当日先着順 50名

  カンランを育ててみよう
時間／13：30～　場所／緑の情報館2F　
参加費／2,000円　※当日先着順 10名

  マイひょうたんづくり体験教室
時間／13：30～　
参加費／300円　※申込〆切11/7 40名

  緑のコーディネーター養成講座
時間／18：30～20：00 
場所／アクロス607，608

  緑コ紹介 寄せ植え
講師／吉松 晃子氏
時間／10：00～　参加費／1,000円

  緑コ紹介 ハーブの講座
講師／長村 慶子氏　　時間／13：00～15：00

  緑コ紹介 森の恵みリース
講師／米倉 治美氏
時間／10：00～12：00　参加費／1,000円

  生ごみたい肥づくり研修会
時間／①10：00～ ②14：00～
場所／植物園

  緑コ紹介 勤労感謝の日のプレゼント講座
講師／徳留 加代子氏

植物園イベント・展示会

10/26(火)～11/14（日）
10/30(土)～31（日）
11/1(月)～1/31（月）
11/9(火)～12/26（日）
11/16(火)～11/21（日）
11/16(火)～12/5（日）

ピースプラントのアート展
ハーブまつり
第25回植物画コンクール作品募集
落ち葉プール
寒蘭展
押し花教室受講者作品展

  福岡城秋の舞鶴公園で遊ぼう
時間／10：00～16：00 
場所／舞鶴公園三ノ丸広場

  緑コ紹介 スワッグ
講師／徳留 加代子氏
時間／①10：00～12：00 ②13：00～15：00

  あおぞらえほん
時間／①11：00～ ②13：30～
場所／福岡市植物園 芝生広場
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緑のまちづくり協会 ホームページフラッシュ
香椎浜ガーデン緑友会の花壇

舞鶴公園食欲の秋

筥崎宮放生会にて

シオンの花(̂ )̂

ジュズダマ

続きは、ＨＰでお楽しみください！続きは、ＨＰでお楽しみください！

ＵＲＬ

熟した実を集め、ネックレ
スやお手玉にして遊びます
(^^)

背丈より高く伸びた先
に優しい紫色の花をた
くさんつけます(^^)
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緑のレポート

緑のコーディネーター

緑のコーディネーター

水源の里でアジサイ鉢上げに参加して

　10月に入ってもまだ暑いです。6月に挿木したアジサイ
は元気よく芽を出していました。
　今回は、緑のコーディネーター荒岡さんの説明でアジサ
イの苗を一回り大きい鉢に植え替える作業を行いました。
培養土を腐葉土と今回真土を混ぜて用土を作ります。
　育苗用ポットの底に新聞紙を敷き、（新聞紙を入れる
のは植樹した時に回収しないでいいように）ボラ土と新

10月2日（土）
10：00～12：00
大山祇神社付近（早良区大字飯場）
野河内往還の会他13名

日　時
　　　
場　所    
参加者  

10月3日（日）
鴻巣山展望台入口トイレのある広場
志賀代表他会員５名

日　時
集　合
参加者

　コロナ感染緊急事態宣言等で7月以来3ケ月振りの作
業だが家族会員・女性軍も当日のお天気予報31度超に
ダウン？
　準備運動に続いて本日の作業説明を聞いて後、ヘル
メット工具を揃えて森へ入る。見たところこの2～3ケ月
でカシノナガタマキクイムシ被害伝染が著しい広がりで
マテバシイ他この森の樹木は全滅するのでは。

背きり中 カントリーヘッジ設置

しい培養土を入れて植えつけます。皆さん手慣れたも
ので作業は進みます。鉢上したアジサイは318ポット。
最後に葉に付いた雑菌を落とすための散水して終了し
ました。翌日は背振系井原水無のまぼろしの登山道の
整備ですが、私は仕事で参加できず残念です。
　帰りは近場でサラシナショウマ、ヌマダイコン、シュ
ウブンソウ、マッカゼソ
ウ、ミズヒキを見ること
ができました。楽しかっ
たです。

　散策通路に枯木が傾いたのを数本倒木するが虫の処
理は？霊園管理者も巡回中だったが策を考慮中か？通
路の上、下通行人を一時止めて、取りあえず倒木し枝払
い適宜切断してカントリーヘッジとして設置した。

枯木倒木受け口切り 倒木方向調整ロープ引き
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緑のレポート

　「世界を魅了する緑の魔
術師」石原和幸氏から、「花
と緑を楽しむ・好きになる」
秘訣を直接学べるスペシャル
な講座が１０月３０日より福
岡市植物園で始まります。
　舞台は今年の4月に植物園
中央に常設展示された石原
氏プロデュースガーデン。
　ここは、「自分の庭でもマ

ネしたい」「この広さなら自分でもチャレンジできそう」と
思ってもらえるようにとのコンセプトで作られたモデルガ
ーデンです。今回、「生活に花・緑を取り入れ、楽しむ人を

世界的ガーデナー石原和幸氏から学べる

ミニチュアガーデン講座 参加者募集
全３回

増やしたい！」という石原氏の思いを受けて本講座を開講す
ることになりました。
　植物園（公共空間）のガーデンを、石原氏と一緒にメンテ
ナンスしながら学べるのは世界でも福岡だけ。メンテナンス
を一緒にすることで「学び」だけでなく、花を楽しみ、もっと
好きになる。そして、きっと仲間に見て欲しくなる。そんな講
座を一緒に楽しみませんか？
　限定20名。少人数制なので、しっかりと世界の技を学べ
ます。

　9月初旬、別府市内の大型商業施設２階催事場で、別
府いけばな協会主催の「―夢の色 街の色―第62回諸流
いけばな展」が開催されました。
　会員所属流派の池坊、いけばな一葉会、小原流、草月
流が40作品、私立亀川小学校生け花クラブ5年生が20作
品を出展。

（注）作品名の表示なし

「ー夢の色 街の色ー 第62回諸流いけばな展」

生け花の本家」と言わ
れる「池坊」の泥谷恵
子さん、仲正恵さんの
作品
（花材）ソテツ、サンキライ、
ひまわり、リンドウ、ワレモコ
ウ、ウチワ。

個性と感性を大切にする
「いけばな一葉会」の坂東
梅峰さんの作品
（花材）ニューサイラン、アンスリ
ューム、アルストロメリア、クツカ
バラ、アイビー、バラ、ケイトウ。

「盛花」という新形式のい
けばなの「小原流」の三重
野光苑さんの作品
（花材）実付椿、アナスタシア、着
色ストレリチア。

形式にとらわれない
「草月流」の森田芳伸
さんの作品
（花材）モンステラ（生・着
色）、オンシジウム、カラー
ワイヤー。

　どの流派も「草花のもつ美を最大限に生かす」という
理念を表現していて鑑賞者の目を楽しませていました。
　力作ぞろいの作品の中から、私が選んだ各流派１作品
をご紹介します。

令和3年10月号 №186令和3年10月号 №186
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緑のレポート

　メンバーの方が花壇のハイビスカスローゼルでハイビス
カスティーを作りました。
「実がきれいな早めに収穫。かるく洗って、今回は乾燥前
の生の状態で、3個分のガクをカップに入れて熱湯を注ぐ
と、少しずつ色が染み出てきれいな赤色のハイビスカステ
ィーの出来上がり。

緑のコーディネーター

　30年前に完成したマリナタウン海浜公園にある花壇
です。最初だけ業者が植え、その後誰も手入れをされな
いベンチ花壇を、愛宕浜にNPO海と風のがっこう倉庫施
設が完成して11年目、いつも挨拶される老夫婦2組に
「花植を手伝って・・・」と声をかけてお願いして快く草
取りをしてもらっています。

　頂いた種や苗を植え、その
後、豊浜住民にもコスモス、
ゼラニウムを植えてもらい、
釣りをしている岸壁のじいち
ゃんにも水やりをしてもらっ
ています。

味はやや酸味がありますが、酸っぱすぎるわけではなく、
そのままでも飲めます。
自家製の紅玉（りんご）のシロップ漬けがあったので、これ
を加えてお洒落なティータイムを楽しみました。実はたく
さん収穫したので、残りは乾燥させています。

地域の花づくり活動団体
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メール登録者に

お得情報を配信します

タネや苗の提供情報や、研修会やイベントのご案内
など、お得な情報を不定期にメールでお送りします。
配信を希望する方は下記の方法でご連絡ください。

対    象 協会の助成を受けている緑の活動団体、
 緑のコーディネーターのみなさま

申込方法 名前、所属（活動団体名、緑のコーディネー
 ター）を記入したメールをお送りください

送 信 先 ks@midorimachi . jp

半自動散水装置を設置しました。
これまでは大原小学校の児童やまちづくり部会のメ
ンバーが花壇の水やりをしてくれていたのですが、
コロナ禍で活動制限があり、５０ｍ花壇の水やりは
大変とのことで省力化を図りました。

水源は小学校の水道を利用
（校長から許可をいただいています）

水源を花壇北側
装置にセット水圧確保のため北側

は3系統に分割
1/2（最北端側）はOFF
2/2（最北端側）はON
※更に2系統に分割してます

水圧確保のため南側
は2系統に分割
2/2（最南端側）はOFF

冬季水道管
凍結防止用
水抜き弁

散水の様子
南側

散水の様子
北側

花壇の北側と南側に分岐
させるため分水弁
南側と北側の同時散水は
水圧不足で不可

冬季水道管
凍結防止用
水抜き弁

水源を花壇南側
装置にセット

1/2（最南端側）はON
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記事投稿は、内容を書面・メールにて提出してください。
11月号（11月20日発行）への投稿締切は10月29日です。

グリーンノートへの投稿をお待ちしています！ （公財）福岡市緑のまちづくり協会　みどり課
メールアドレス　ks@midorimachi.jp
TEL 822-5832　 FAX 822-5848

発行元／事務局

今月の森花

お問合せ、申込はみどり課までお問合せ、申込はみどり課まで

大濠公園カエデ会
黄花コスモスが満開です。昨年少し
植えていたのが、こぼれ種で、今年
は花壇いっぱいに咲いています。来
年はリニューアルされて見ることは
できなくなるので、今季限りの光景
をカメラに収めました。

大池公園花クラブ
赤、白のヒガンバナ、斑入りヤブ
ランの紫の花がきれいに咲いて
います。

大濠公園ガーデニングクラブ
コンセプトは「オアシス花壇」。メイ
ンの植物はサルビア・グラニチカ、
その他にも白花リコリス、白花ジニ
ア、斑入りプリぺッドなどが植栽さ
れたオシャレな花壇です。

　今年の秋は暑い日が続きましたが、やっと涼しくなって
きましたね。本格的な植え替えシーズンを迎えるにあた
って、先月号のおススメの花に引き続いて今回はデザイ
ン、植え付けのヒントをお知らせします。

秋の植え替えデザイン

配色を工夫する

テーマを決め、色を固めて植えると見栄えが良くな
ります。目立つ色はポイントカラーで。園芸店で安く
売っているミックス苗を購入した時は、購入後に色
別に分けてから植え付けをするのがおススメです。

1

高さを揃える

背の高い花を後方にして、だんだん低くなるように
植えていきます。

2

種類を揃える

植替えの必要がない多年草を後方に固めて植え、手
前の一年草のみを植え替えます。

3

配置を工夫する

三角形を構成するよう
に植え付けていくと、美
しく見えます。

4
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